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草根・橙色軽石混在。表土 褐黒
上部は砂質。0.38m付近軽石多含
(Km-1f?)。

腐植土 褐黒

葉理が発達する細粒～中粒砂。下位と
の境界はシャープ。

軽石混
り火山
灰質砂

黄褐
～褐
灰

橙色軽石散在。草根混じる。腐植土 褐黒

全体に円磨された橙色軽石を含む。上
位層へ漸移。

火山灰
質シル
ト質砂

暗灰
褐

径5～30mmの軽石が主体｡(Ma-l)軽石 橙褐

弱く葉理が発達する。全体に木片･細
礫が散在する。

ローム
質粘性
土

暗褐
～褐

安山岩の亜角～角礫主体。上位層との
境界は漸移的。

シルト
質砂礫 灰褐

中粒～粗粒砂主体で、軽石･安山
岩の円～亜角礫を混在する。上部
に向かい礫の含有率が増加し粗粒
になる。上部は比較的不淘汰。下
部は所々葉理が発達し、凝灰質シ
ルト岩の薄層が数層挟在する。

含

礫

凝

灰

質

砂

岩

褐

灰～

黄

灰

全体に葉理が発達し、所々中～極
粗粒砂の薄層が挟在する。層理面
の傾斜は5°程度以下。5～50cm単
位で互層する。

砂質シ
ルト・
シルト
質砂互
層

明

褐

灰～

明

灰

葉理が弱く発達する極細粒砂主
体。鉛直方向に延びる砂岩脈が認
められる。

シルト
質砂岩

灰～
褐灰

全体的に塊状の亜角～角礫が主
体。基質は凝灰質細～中粒砂。礫
種は軽石･安山岩。12.54～
12.81m:礫凝灰質砂岩が挟在。
12.94m付近に貝化石?を含む。

凝灰質
礫岩

灰褐
～褐
灰

塊状で極細粒～細粒砂薄層が挟
在。
層理面の傾斜はほぼ水平。

凝灰質
砂質シ
ルト岩

明褐
灰

全体に塊状で亜角～亜円礫が主
体。基質はシルト質細粒砂。

凝灰質
礫岩

褐灰
～明
灰

弱く葉理が発達し、細粒砂岩の薄
層が挟在する。

凝灰質
砂質シ
ルト岩

明

灰

塊状で比較的不淘汰な基質支持礫
岩。亜角礫を主体とし、基質は凝
灰質シルト質砂。礫種は安山岩主
体で軽石･デイサイト･玄武岩･凝
灰岩礫を含む。

凝

灰

質

礫

岩

褐

灰～

灰

褐

全体に葉理が発達し、比較的淘汰
が良い中粒～粗粒砂が主体。軽石
･安山岩の細礫が散在する。
中～下部は凝灰質シルト岩の薄層
が数層挟在する。

凝

灰

質

砂

岩
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灰

塊状だが所々葉理が弱く発達す
る。全体に軽石･安山岩･玄武岩の
礫が散在する。
23.38～23.70m:凝灰質砂岩挟在。

凝灰質
砂質シ
ルト岩

橙

褐

細～極細粒砂。弱く葉理が発達し
軽石･安山岩･玄武岩礫を含む。
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